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「福井新々元気宣言」推進に関する施策 

 

 

 「福井県民の将来ビジョン」に基づき、「福井新々元気宣言」の「元気な産

業」、「元気な社会」、「元気な県土」、「元気な県政」に掲げられた政策等を実

現するため、県民の理解と参加を得ながら、責任を持って職務を遂行し、次

に掲げる施策・事業について重点的に実施します。  

 

 

 平成２４年４月  

 

            福井県教育委員会教育長  林   雅 則  

 

 

Ⅰ ２４年度の基本方針 

 

  福井型１８年教育を推進します。  

  幼児教育については、保・幼・小の連続を重視した幼児教育支援プロ

グラムを策定します。学校教育については、５月に福井県学力向上セン

ターを設置し、小中高の教員が一体となって教科ごとに授業改善や教材

開発などを進め、「福井型１８年教育」を一層推進します。  

 

  子どもたちの希望に応える高校教育を目指します。  

 普通科系高校においては、難関大学、地方国立大学、医学部など生徒

の進路ごとに内容を絞った学力向上策を展開します。職業系高校におい

ては、企業等の協力を得て、より実践的な職業教育を推進し、夢や目標

の実現につながる高校教育を実践します。 

 

  語学音声教育を徹底し聞ける話せる英語力を伸ばします。  

   高校の英語教育については、生徒が生きた英語に接する機会を拡充す

るとともに、平成２５年度からは原則「英語の授業は英語で行う」とさ

れていることから、教員の指導力のレベルアップを進めます。  

   また、中学校では、ＮＨＫ教材等音声教材の効果的な活用を進め、生

徒が英語に触れ、楽しむ時間を増やします。  
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国体に向けた着実な競技力向上に努めます。  

 平成３０年の第７３回国民体育大会に向けて、競技団体等と協力しな

がら、活躍が期待される子どもたちを計画的、継続的に育成する強化対

策や指導者の養成などを着実に推進し、競技力の向上に努めます。  
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Ⅱ ２４年度の施策 
 

 １ 日本のモデル「福井の教育」 

 

  ◇ 日本の教育センター福井 

 

   ・教育関係者が福井に学びにくる仕組みづくり 

 福井県学力向上センターにおいて、自治体の教育関係者に加えて

各種広報媒体などに福井の教育をＰＲし、学校現場等への視察を働

きかけます。  

 また、県外からの教育視察の受入れや授業名人の県外教育現場へ

の派遣などを行う窓口を設置するほか、ＤＶＤを夏までに制作して

福井の教育を分かりやすく紹介するなど、福井を全国の教育モデル

として発信します。  

 
   県外からの学校視察受入人数                 １，３００名  

    （平成２３年度   １，１７２名）  

 

 

   ・不登校を早期に解消 

 「福井県不登校対策指針」に基づき、小・中学校において不登校

の未然防止・初期対応・自立支援の３つの柱からなる対策をさらに

進めます。特に、小学校における不登校対策について、共通指導項

目を明らかにすることで指導の標準化を図り、中学校進学時の生徒

の戸惑い等をなくします。  

 

  不登校者数               小学校１２０名、中学校５６０名  

   （平成２３年度   小学校１３０名、中学校５８２名）  

 

 

・発達障害児教育の推進【部局連携】 

発達障害児教育推進チームを設置し、児童・生徒一人ひとりの障

害や特性に応じ、就学前から卒業まで一貫した指導・支援を行う教

育体制を作ることと合わせて、支援が円滑に行われるための移行支

援ガイドラインを作成します。 

また、指導・支援の実践事例（３０事例）をもとに、発達障害児

指導の手引きを作成し、県民、保護者、関係者向けに研修会や情報

提供を行います。  
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・奥越地区特別支援学校（仮称）の整備 

  奥越地区特別支援学校（仮称）については、平成２５年４月の開

校に向けて、校舎等の施設整備や保護者説明会の開催、教育課程の

策定等の準備を進めます。 

 

 

・青少年体験活動プログラムの提供および施設整備基本計画の策定 

 自然や歴史、文化、産業などの地域資源を活用した青尐年体験活

動プログラムを開発します。  

 併せて、小中学生の野外体験や長期集団宿泊を中心とした体験活

動施設として、芦原青年の家の施設整備の基本計画を策定します。 

 

 

  ◇ 夢と希望を育てる学校 

 

・家庭とともに進める幼児教育の充実【部局連携】 

「幼児教育支援プログラム」を今秋に策定し、基本的な生活習慣

や規範意識などを学ぶ幼児教育の意義を明らかにして、これに基づ

く支援の充実を図ります。 

 

小学校と保育所、幼稚園等に対し、幼児の就学前後のカリキュラ

ム接続の仕組みや就学時期に子どもたちが到達すべき水準を示すた

め、「スタート・アプローチカリキュラム指針」を策定し、幼児教育

における目標を共有化します。 

 

家庭教育のステージアップのためのガイダンスや保・幼研修の体

系化による人材力強化など、福井型幼児教育推進の拠点として「幼

児教育支援センター」を設置し、子どもたちの健やかな育ちを支え

る体制を整えます。 

 

 

・確かな学力の定着 

小学２年生への３５人学級の導入など、本県が独自に進めてきた

尐人数教育をさらに充実させるとともに、中学校の英語、数学にお

ける習熟度に応じた指導を通じ、個に応じた確かな学力を定着させ

て高校での学習につなげていきます。  
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・県立高校の再編整備 

     若狭地区については平成２５年度、坂井地区については平成２６

年度の再編に向けて、カリキュラム編成や必要な施設・設備の整備

等を進めます。  

     また、今後の再編や普通科高校、中高一貫教育のあり方について

検討を行います。 

 

 

   ・高校生の学力向上の推進 

     全県立高校を対象に生徒の学習意欲・学習状況・授業満足度調査

を実施し、結果分析を踏まえて、生徒の学習意欲の向上や教員の授

業改善を進めます。さらに、公開授業や授業研究会を充実して、生

徒が十分理解できる授業づくりを進めます。 

 

また、３年生進学希望対象者の特別講座に加え、「土曜チャレンジ

セミナー」の対象を１年生から２年生にまで拡充するとともに、大

学入試センター試験等の分析を踏まえた問題集等の教材作成・活用

や、教員対象の進学指導研修会の実施を通して、生徒の進路希望に

応える進学指導の充実を図ります。  

 

       授業満足度                            ６０％   

 

 

   ・職業教育の充実 

社会のニーズや技術の進展に対応するため、企業関係者をアドバ

イザーとして学校に招き、授業カリキュラムの改善や補助教材の開

発等を行います。  

 

また、生徒の長期企業研修（１０日間）や旋盤等の技術を持つ企

業技術者等を学校に招いての実習指導を行うとともに、土木施工管

理技士や測量士等の難関資格取得に向けた事前指導を行います。  

 

さらに、教員の技術力、授業力を高めるため、県内企業や試験研

究機関での短期派遣研修（５日間）を実施します。 

 



 6 

・実践的な英語力の向上 

 高校では、ＡＬＴ等を活用した英語キャンプや土曜スクールを開

催するとともに、昨年度の成果を踏まえて、海外語学研修等を実施

します。また、ＮＨＫと協力して、福井県独自の英語教材を作成し

ます。さらに４つの拠点校を中心とした授業公開や研究会により、

指導法の改善などを実施します。  

 

 中学校では、１０校をモデル校として、ＮＨＫ教材の活用法を研

究し、その成果を普及します。また、授業中に英語を聞いたり話し

たりするなど、実際に英語を使用する機会を充実させます。 
 

英語を続けたい生徒（高校３年）                  ４６％  

  （平成２３年度   ４４％）  

 

 

 

   ・中国語教育の推進 

     中国語コンテスト等の全国大会参加生徒に対して、中国人留学生

等による特別指導等の支援を行うとともに、ＮＨＫ中国語教材等の

整備・活用を進め、中国語学習環境を充実します。 

また、高校生を中国に派遣し、現地の大学等と協力して語学研修

やホームステイを実施し、語学力やコミュニケーション能力の向上

を図ります。 

      
 
 
 

・世界に通じるサイエンスの応用力の育成 

  全国科学オリンピックや「科学の甲子園」への参加生徒に対する

実験指導や、教員対象の指導講習会の実施を通して、全国コンテス

トに参加する生徒数を増やし、中・高校生の理数分野への知的探究

心を伸ばします。  

 

 全国科学オリンピック等の参加者数               １４０人  

  （平成２３年度   １３４人）  

 課題研究発表会の参加者数                  １５０人  

  （平成２３年度   １３７人）  
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  ◇ 次をめざす教育の充実 

 

   ・教員の授業力の向上 

     学力分析等を踏まえた独自教材や理科の観察･実験の指導方法等

の改善を図るための指導書の活用、「算数Ｗｅｂシステム」で使用す

る単元ごとの評価問題の作成等により、教員の指導力向上・授業改

善を推進します。 

     また、個々の教員が作成した優れた学習指導プラン等をＷｅｂ上

で集約・共有し、教員同士が意見交換を行う「教育情報フォーラム」

の活用、公開授業・授業研究会の拡充を促進し、研究活動を充実し

ます。  

 

            学習指導プランの登録数  

                小学校 ９００件、中学校 ５００件、高校  ３００件  

       （平成２３年度   小学校 ７５６件、中学校 ４８６件、高校  ２０２件）  

 

 

 ・教員の資質能力の向上【共同研究】 

福井大学教職大学院と協力して、校内研修の指針の策定や、学校

づくりの核となるミドルリーダー養成研修などにおける校内研修シ

ステムの拡充により、教員の教育力を高めます。  

 

       教育研究所の訪問研修の件数                 ２２０件  

        （平成２３年度   １９０件）  

 

 

・「白川文字学」を活用した漢字教育のレベルアップ 

すべての小学校で白川文字学を活用した授業を行い、漢字学習の

拡大とレベルアップを図るため、専門的に指導できる教員を養成す

るとともに、先進的な授業の公開や教材の開発を進めます。 

また、これまで普及活動が行われていない市町で出前講座を積極

的に開催し、県内全域への普及を図るとともに、東京都内で漢字講

座を開催して、本県独自の白川文字学を広めていきます。 

 

       漢字学指導者の認定者数                   ３０名 

       県民向け出前講座の開催市町数                １７市町  

         （平成２３年度    １０市町） 
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・新聞を活用した教育活動の推進  

今年度、ＮＩＥ全国大会が本県で開催されることに合わせて、県

内の全小中学校において新聞を活用した教育活動を推進し、環境教

育やふるさと教育等に役立てるとともに、思考力・判断力・表現力

の育成を図ります。 

 

 

 ２ 新しい方向をひらく農林水産業  

 

◇ 食卓に「福井の食」（地産地消、地産外商） 

 

・毎日おいしい地場産給食の実現【部局連携】 

県内の栄養教諭が協力して、地場産物を活用した、おいしい学校

給食の献立等について研究を進めるとともに、開発した献立をレシ

ピ集にまとめ、「ふくい味の週間」などで県内外に発信します。  

また、子どもたちが地域の特産物や食文化等について学び、他の

地域と紹介し合うことにより、食への興味関心を高めます。  

給食用食材には地場産物を優先的に使用し、県外の食材を使用す

る場合には産地情報を確認し、安全・安心な学校給食を提供します。  

 

 

 ３ 国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化  

 

◇ 飛躍する福井のスポーツ 

   

・世界をめざすアスリートの養成 

  世界で活躍するアスリートにつながる人材の育成や子どもから

高齢者までの誰もが、生涯にわたりスポーツに親しむことができる

環境づくりなど、本県の実情に即した福井県スポーツ推進基本計画

（仮称）を作成します。 

  また、「福井県競技力向上対策本部」が、競技団体への適切な指

導・助言を行い、将来活躍が期待される子どもたちを継続して育成

していく一貫指導体制を構築するとともに、国体成績のランクアッ

プを目指した合宿や遠征試合などへの支援を拡充します。 

 

 

   

国体総合成績                       ２０位台  

 （平成２３年度   ３０位）  
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   ・県有体育施設の整備 

     国体の開催と将来にわたる利活用を考慮し、ホッケー場の人工芝

の張替、クレー射撃場改修工事の実施設計等、久々子湖漕艇場・ボ

ートハウス整備の基本設計等を実施します。 

     また、福井運動公園について具体的な整備計画を作成するなど県

有施設の着実な改修等を進めます。 

 

 

   ・平成２４年度全国高等学校総合体育大会の開催 

新潟県を中心に北信越５県で開催するインターハイについて、本

県では、県高等学校体育連盟、競技開催市町とともに万全の準備を

整え、ホッケーを越前町で、バドミントンを福井市と永平寺町で、

体操・新体操を鯖江市で、なぎなたを福井市で開催します。 

 

 

  ◇ 生活に福井の文化 

 

   ・国宝・重要文化財、県文化財の早期指定の推進【部局連携】 

国指定の尐ない無形民俗文化財の分野において、指定に向けた「祭

り・行事」の悉皆調査を実施します。また、名勝の分野では、これ

までの悉皆調査の結果を踏まえ、国・県指定となる可能性の高い名

勝庭園を選定しての測量調査を実施します。  

併せて、多くの方が文化財に親しんでもらえるよう、文化財体験

月間（１０～１１月）において、特別公開を実施するなど、指定文

化財の公開拡大を図ります。  

 

 

 

 

 

・「福井ふるさと文学館（仮称）」の基本計画策定および資料収集 

福井にゆかりのある作家の作品や資料等を通して、県民がより深

く文学に親しめるよう、県立図書館の中に「福井ふるさと文学館（仮

称）」を整備するための基本計画を策定します。 

また、文学館の展示にふさわしい図書や資料の収集を行います。 

 

    

 国宝・重要文化財・県指定文化財の新規指定件数          ８件  

（平成１５年～２２年度の平均  ７件／年）  
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   ・こども歴史文化館企画展示等の充実 

     本県ゆかりの先人や達人について広く知ってもらえるよう、特に

平日の来館者を増加させるため、学校・学級単位での漢字教室・科

学教室などの開催や、小・中学校などへのＰＲ強化を図ります。 

     併せて、新たな先人・達人の発掘を進め、その成果を企画展やこ

れと連動したワークショップなどを通して、紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 ４ すぐれた医療と支えあいの福祉 

 

  ◇ 「こころとからだの健康」づくり 

 

・子どもの目と歯の健康づくりの推進【部局連携】 

子どもの近視予防のため、すべての小中学校で、５月から目の健

康を守る３か条（姿勢を正しくする、目を休める、規則正しい生活

をする）を教室に掲示して啓発を進めるとともに、遠くを眺めて目

を休める「目のリフレッシュタイム」を実施します。  

子どものむし歯予防のため、すべての小学校で低学年対象の歯み

がき教室を実施し、正しい歯みがき習慣の定着を図ります。  

 

 

 

 

 

むし歯のない小学生の割合                    ３３％  

  （平成２３年度   ３０．８％）  

 こども歴史文化館の来館者数               ３４，０００人  

 （平成２３年度  ３３，１１７人）  チャレンジ目標 ３５，０００人  
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 ５ 若者のチャレンジと女性の活躍を応援 

 

  ◇ 子どもがたくさん、家族を応援 

 

   ・「放課後子どもクラブ」への支援 

 地域の実情に応じて「放課後子どもクラブ」を実施し、子どもの

安全・安心で健やかな活動場所を確保します。 

 特に、６年生までの希望する児童すべての受入れができるよう市

町を強力に支援します。 

 
       ６年生まで受け入れる小学校区数               １９０校区  

       （平成２３年度  １８８校区（９３．１％））                

 

 

 

 

 ６ 日本一の安全・安心（治安向上から治安実感へ） 

 

  ◇ 地震・異常気象・災害などに迅速対応 

 

・防災教育の推進 

学校における防災教育推進の指針として、管理編（避難訓練用）

と教育編（授業用）からなる手引き書を作成します。  

また、自然災害に際して子どもたちが自ら危険を回避する判断力

を育てるための訓練や教職員の防災に関する知識を深めるための防

災教室講習会を開催します。  

 

 

・子どもを守る耐震化の促進 

 児童生徒の学習の場、地域住民の応急避難場所となる小・中学校

施設や県立学校施設の耐震化を促進し、災害時の安全・安心を確保

します。  

 

 

 

 

 

 

 耐震化率 小・中学校施設（２４年度末）            ８４％  

       （平成２３年度末   ８１．４％）  

      県立学校施設（２４年度末）              ９０％  

       （平成２３年度末   ８７．２％）  


